
都筑区は農家の数が横浜18区の中

で1位であり、小松菜などの野菜は

全国シェアの上位ですが、高齢化

や後継者不足が課題となりつつあ

ります。今回のプロジェクトでは、

地元農家や福祉施設の協力を得て

「都筑こども小麦部」を設立し、地

域の子どもたちとの畑作業から、

商品開発までを目指します。

都筑産小麦でこどもたちが
地元ブランド作り
～都筑こども小麦部
＜団体名＞ NPO法人 I Loveつづき  横浜市中区寿町に2019年オープンした横浜市寿

町健康福祉交流センターを会場に、各種団体と

連携しながら地域の子どもたちに向けて音楽・

アート制作・ダンスなどの芸術と、テーマにちなん

だ手作り料理を楽しむ機会をつくります。

「ドヤ街×子ども×食×アート×SDGs」寿町の未来づくり
＜団体名＞ 認定NPO法人 あっちこっち

小学校・中学校へ一流の演

奏家によるクラシック音楽

を届ける取り組みです。これ

までの活動の範囲をさらに

広げて、学校や演奏家との調

整を行い、5回程度の演奏会

を予定しています。

公立小中学校の子どもたちへ
ミニコンサートを届ける活動
＜団体名＞ NPO法人 子どもに音楽を

社会のコミュニケーション・ツールの変化により、子ども

たちのコミュニケーションの方法も変わってきています。

チャイルドラインにおいてもこのような変化に応えていく

ため新たにオンラインチャットを開始すべく、その立ち上

げとして、設備や規程類の整備、スタッフの教育・研修など

を通じて本格運用の開始を目指しています。終了時には

地域の方に向けてイベントを開催し、子どもの置かれて

いる状況などを発信します。

子どものきもちに直接つながる
オンラインチャット事業
＜団体名＞ 社会福祉法人 世田谷ボランティア協会
          せたがやチャイルドライン

親の都合で来日した外国にルーツのある小

中学生を対象に、日本語の指導、学習支援、

居場所の提供を行う「地球っ子教室」の

充実を図るものです。利用者の増加に対応

するためのスタッフの増員、外部専門家を

招いた運営委員会や研修を通じて、子ども

たちが日本で支障なく生活し、学校で学び、

望む進路や夢をかなえるサポートを行います。

外国につながる子どもたちの居場所
「地球っ子教室」
＜団体名＞ 認定NPO法人 地球学校

東京・神奈川の東急線沿線地域において、障がい児や医療的ケ

ア児、健常児のスポーツサポートを行うために、学校や体育施

設で行う「体験会」と、スポーツ体験と同時に両者の出会いの

場を提供する「チャレンジスポーツ」イベントを実施します。

また実施を支えるスタッフやサポーターらによる「ミーティン

グ」も行い、研修や振り返りを通じて経験の蓄積と支援の質的

向上を目指します。

子ども チャレンジスポーツ！ ～障がい児・健常児 
みんなで「やってみよう！」「手伝ってみよう！」
＜団体名＞ NPO法人 BLACKSOX

横浜市港北区大倉山を中心に、地域の子ど

もと親たち双方の参加により、子どもが安

心して日常的に集うことのできる居場所と

地域参加のプログラムづくりに 取り組み

ます。また活動の記録作成を行い、終了時

には親御さんや子ども主体による展覧会も

実施します。

コミュニティカフェを基地にして
「自由な居場所」を
子どもたちと作るプログラム
＜団体名＞ NPO法人 街カフェ大倉山ミエル

横浜市において在宅療養する医療的ケア児や障がい児へ、子どもとして大

切な「遊び」の支援を行います。医療や保育、介護スタッフが常駐する場

で、子どもばかりでなく「きょうだい」も、親と共に安心して遊ぶことので

きる機会を地域の中につくり出します。また発信を通じて地域との交流機

会をつくり出し、社会的な理解促進につなげます。

萌カフェ（子どもも家族も楽しめる支援の拠点を目指して）
＜団体名＞ NPO法人 レスパイト・ケアサービス萌

世田谷区尾山台において、地域全体を学びの場と見立

て、地域を舞台にした部活動「おやまち部」を設立。子

どもたちが主体的にまちと関わりを持てるよう、まち

のいろいろな人たちと出会いつながり、まちでやりた

いことを見つけ、子ども自らが記者となる新聞の発行、

多世代ワークショップなどを行います。 

団体が運営する「子どもシェルターてんぽ」と「自

立援助ホームみずきの家」の利用者に対して、気分

転換や自己肯定感の向上につながる外出やレクリ

エーションの個別外出や行事、旅行などを行う

ことで、退所後の生活がより豊かになるような体験

を支援します。

利用者の充実した体験を支援する事業
＜団体名＞ 認定NPO法人 子どもセンターてんぽ

飛び出せ！おやまち部～学校の枠を超えたまちの部活動～
＜団体名＞ 一般社団法人 おやまちプロジェクト

第１回東急子ども応援プログラムとして、2020年7月に10団体へ総額844万円の助成を実施しました。

新型コロナウイルス感染症の影響により、 応募時の計画通り進められないこともありましたが、

応募時の活動目的はそのままに、手法や時期を変更するなど工夫いただき、活動が進んでいます。

※活動番号１～10は団体名称50音順です。

　内容は活動開始時のものです。

現在助成中の活動をご紹介します。

詳細はこちら　https://kodomo.tokyu.co.jp/support/
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